
 

前向きに考えよう！ 
…体育大会延期 

 

先日配付したプリントでお知らせしており

ましたが、新型コロナウイルス感染症に関

わって市教委から指示があり、今年度の体育

大会は２学期に延期しました。 

生徒たちは既に練習等、取組を初めていま

したので、そのまま平日に無観客、つまり保

護者をお呼びしない形での開催も検討しまし

た。しかし、生徒たちや保護者の皆様の想い

を考えれば、やはり観客あっての大会が望ましい

と判断し、２学期に先送りすることとしました。 

延期に関しては、いろいろな気持ちがあること

と思いますが、物事は前向きに考えたいもので

す。開催時期が遅くなった分、今以上に体を鍛

え、立派に成長した生徒たちの姿を保護者の皆様

にお見せしたいと思います。 

上記の絵は、延期になる前、既に生徒たちが制

作してくれていたものです。時期は変わりました

が、生徒たちのやる気は萎えることはありませ

ん。そう期待したいものです。 
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７：３０登校スタート 
 
校区内の土井首小・南陽小学校も連携し、朝の登校

時間を７：３０としました。これは市内一斉の取組で
す。それまで早い生徒は６：３０過ぎに登校するケー
スもありましたが、１時間の時間差は大きいです。 

これも掲示板に掲示されているものですが、日々の
積み重ねは大きいです。何と言っても中学校は学力を
高め、次のステップ（進路）に生かす場です。そのた
めにも家庭学習に今以上に時間をかけてもらいたいも
のです。。 

油断大敵 新型コロナウイ

ルス感染症の猛威が衰える気配があり

ません。本県・本市においても連日二

桁の新規感染者が出ています。今のご

時世、だれもができる注意はしている

はずですが、これだけ多くなるという

ことは、やはり気持ちのどこかに油断

があったのかもしれません。新年度が

スタートして１か月経過しましたが、

まだまだやらねばならないことはたく

さんあります。一つ気持ちを引き締め

直して、今以上に感染が広がらないよ

う、一人一人が努力しましょう。 

一言 連休明けの昨日、意外と遅刻

する生徒は少なかったです。「連休疲れ

で早く学校に来たかったのかな」などと

勝手に想像しましたが、良いことに違い

はありません。 

 気がつけばもう５月、１か月後には梅

雨になります。コロナのことは気掛かり

ですが、時間は確実に進んでいきます。

特に３年生は最終学年となります。先の

進路を見据えて、取り組むべきことには

きちんと取り組んでおいてください。 


